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データベースシステム（４）

ＳＱＬ演習

（SQLiteを使ったデータベース操作）
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（１） Windowsにログインしてください．

（２） 自分用のフォルダ（ホームディレクトリ）に
「db」という名前のフォルダを作成してください．

（３） データベースソフト（SQLite）のファイル
「sqlite3.exe」
を作業フォルダにコピーしてください．

以降は，このフォルダを「作業フォルダ」と呼び，
このフォルダでＳＱＬの演習を行います．

3データベースシステム （担当：森本康彦＠広島大 2009/2/12-14）

（４） コマンドプロンプトを起動してください．

画面，左下の「スタート」メニューから
「すべてのプログラム」
⇒「アクセサリ」

⇒「コマンドプロンプト」

この授業では
・エディタ（「メモ帳」，「ワードパット」など）
・「コマンドプロンプト」
を頻繁につかうので，これらのショートカットを
デスクトップにおいておくと便利です．
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Windowsコマンド（「コマンドプロンプト」で使用）

dir 現在のフォルダ内のファイルのリスト
を表示する

cd 現在のどのフォルダにいるかを表示

cd  <d> <d>で示されるフォルダへの移動 例： cd db
（<d>が「..」のときは一つ上のフォルダ
への移動となる 例： cd  .. ）

<d>: <d>ドライブへ移動 例： z:

del  <ｆ> <ｆ>で示されるファイルを削除 例： del foo.sql

mkdir  <d> <d>で示される名前のフォルダを作成

rmdir  <d> <d>で示される名前のフォルダを削除
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（５） 作業フォルダに移動してください．

以降は「コマンドプロンプト」上での作業になります．

Z:

ドライブを移動する例（Zドライブに移動）

cd  db

作業フォルダに移動し，フォルダ内のファイルを確認

dir

（フォルダ内のファイル名を表示します）

先ほどコピーしたファイルが
あることを確認する

フォルダを下に移動する例（dbフォルダに移動）

フォルダを上に移動する例

cd  ..
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（６） データベースを作成してください．
（データベース名は「<自分のログイン名>.db」とする）

sqlite3  ueto.db

指定した名前のデータベースが作成されるとともに
そのデータベースへ接続状態になります．

SQLite version 3.6.1
Enter ".help" for instructions
Enter SQL statements terminated with a ";"
sqlite>

これが接続状態のプロンプト
接続状態では「ＳＱＬ文」，「SQLiteのコマンド」を実行できます．



2

7データベースシステム （担当：森本康彦＠広島大 2009/2/12-14）

（７） SQLiteの設定変更

ディフォルトの設定では，初学者にとって
やや不便で不親切な状態なので，
いくつかの設定を変更します．
現段階では，変更する設定が何かは気にせず
以下のコマンドをそのまま順に実行して
設定を変更してください．

sqlite> .header  ON

sqlite> .mode  tabs
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SQLiteの基本操作の練習

sqlite>

（a） 「ＳＱＬ文」の実行

create table seiseki 
(name char(20),
kokugo integer,
sansu integer,
eigo integer
);

長いＳＱＬ文を入力するとき，途中で改行してもよい．
セミコロンが入力されるまではＳＱＬ文は実行されません．
（逆に，ＳＱＬ文を実行するときは最後にセミコロンを入力
する必要があります．）
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sqlite> insert  into  seiseki  values (’ueto', 10, 20, 30); 

（a） 「ＳＱＬ文」の実行（つづき）

同様に以下のＳＱＬ文を実行してください．

sqlite> select  *  from seiseki;

name kokugo  sansu   eigo
ueto 10 20        30

sqlite> drop  table  seiseki;

このようにＳＱＬ文をコマンド入力できますが，
一般的にＳＱＬ文はファイルに書きます．
（そうすれば，変更もできるし，再利用もできる）
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エディタを起動してください．

エディタは自分が普段使用している
使い慣れたものを使ってください．

とくに使い慣れたエディタがなければ
Windowsに標準で入っている
「メモ帳」あるいは「ワードパット」

画面，左下の「スタート」メニューから
「すべてのプログラム」
⇒「アクセサリ」

⇒「ワードパット」または「メモ帳」
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エディタで以下のようなプログラムを打ち込んでください

-- B000000 Aya Ueto
create table seiseki (name char(20),

kokugo integer,
sansu integer,
eigo integer
);

このプログラムを「create-seiseki.sql」というファイルに保存
保存先のフォルダは「作業フォルダ」にしてください！

ここには
自分の学生番号
と名前を記入

注： SQLiteでは「--」で始まる行はコメント行とみなされます．
プリントアウトしたプログラムが誰のものかわからなくなる
ので授業で作成するＳＱＬファイルの先頭行には
名前を書くようにしてください．
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同様に
insert-seiseki1.sqlというファイルを以下の内容で作成し，実行

-- B000000 Aya Ueto
insert  into  seiseki  values (‘ueto', 10, 20, 30);   

select-seiseki1.sqlというファイルを以下の内容で作成し，実行
-- B050000 Aya Ueto  
select  *  from  seiseki;  

sqlite> .read  create-seiseki.sql

（ｂ） ファイルに書いた「ＳＱＬ文」の実行

「 .read  <ファイル名> 」で実行できます．



3

13データベースシステム （担当：森本康彦＠広島大 2009/2/12-14）

長いSQL文などはファイルに書くほうがよい．
ファイルには複数のSQL文を同時に書くこともできる．

-- B000000 Aya Ueto 
insert into seiseki values ('inoue', 30, 20, 10);
insert into seiseki values (aibu', 20, 20, 20);
insert into seiseki values (utada', 30, 10, 10);

insert-seiseki2.sqlファイルを以下のように作成し，実行

sqlite> .read  create-seiseki.sql
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-- B000000 Aya Ueto 
select  name  from  seiseki;
delete  from seiseki  where  eigo < 20;
select  name,  eigo  from  seiseki;

delete-seiseki1.sqlファイルを以下のように作成し，実行

sqlite> .read  delete-seiseki1.sql

name
ueto
inoue
aibu
utada
name   eigo
ueto     30
aibu 20

問い合わせも，１つのファイルに
複数書くことができますが
実行結果が複数連続して出力
されるので見にくくなります．
（問い合わせ文を書く場合は
１つのファイルに１つがよい）
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（c） 「SQLiteのコマンド」の実行

ピリオドで始まるコマンドはSQLiteのコマンドです．
さきほどの，
「 .read  <ファイル名> 」も
「 .mode  tabs 」も
「 .header  ON 」も
実はSQLiteのコマンドです．

よく使う「SQLiteのコマンド」の練習

以下のコマンドでSQLiteを終了できます．

sqlite> .quit

Windowsのコマンドプロンプトに戻ります．
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よく使う「SQLiteのコマンド」

・起動

・終了

sqlite3  <データベースファイル名>

Windowsコマンドプロンプト上で実行
<データベースファイル名>は，ueto.dbのように
自分がデータベース作成時に付けたファイル名です．

sqlite> .quit

起動するたびに初期設定に戻るので，この授業の期間内は
起動したら，毎回，「.header ON」「.mode tabs」の２つの
設定変更コマンドを起動してください．

sqlite>
起動すると

のようなsqlite用のプロンプトに変わります．
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よく使う「SQLiteのコマンド」

・表示モードの切り替え

sqlite> .mode tabs

sqlite> .mode csv

それぞれの状態で
ＳＱＬの問い合わせ文を実行して表示内容を確認してください

sqlite> selete  *  from seiseki;

確認したら「.mode tabs」の状態にしてください．
他にもいろいろ表示モードはありますが，この授業で使うのは
この２つのいずれかです．
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よく使う「SQLiteのコマンド」

sqlite> .header  ON

・列名の表示・非表示の切り替え

sqlite> .header  OFF

それぞれの状態で
ＳＱＬの問い合わせ文を実行して表示内容を確認してください

sqlite> selete  *  from seiseki;

確認したらONの状態にしてください．
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よく使う「SQLiteのコマンド」

sqlite> .tables

・データベース内にあるテーブルの確認

sqlite> .schema  <テーブル名>

・スキーマの確認

「.schema  seiseki」と実行してみてください．

ここまで確認したら以下の
ＳＱＬの問い合わせ文を実行して表示内容を確認してください

sqlite> selete  *  from seiseki;

name    kokugo  sansu   eigo
ueto    10    20      30
aibu    20      20      20

このように
表示されていない
場合はモードやヘッダ
の設定を変更して
ください．
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sqlite> selete  *  from seiseki;

name    kokugo  sansu   eigo
ueto    10    20      30
aibu    20      20      20

SQLの問い合わせ結果は
通常は画面上にこのように
表示されます

sqlite> .output  test.txt

・問い合わせ結果をファイルに出力

この様に実行してください．
この状態でＳＱＬの問い合わせを実行しても画面上には
何も表示されませんが，実行結果はファイルに出力されます．
（これ以降のＳＱＬ問い合わせ結果は，
後述する「.output  stdout」コマンドが実行されるまで
すべて，ファイルに出力されます．）

ファイル出力の状態のまま
次ページのＳＱＬ文を実行してください．
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sqlite> .output  stdout

sqlite> selete  *  from seiseki;

これを実行して何も表示されないことを確認してください．

確認したら，以下のコマンドを実行してファイル出力状態を
もとに戻してください．

sqlite> selete  *  from seiseki;

これを実行して表示されることを確認してください．
さらに，ファイルを「ワードパット」などで開いてその内容を確認．

注： 出力ファイルはファイル出力状態では読むことはできません．
「.output stdout」または「.quit」で
ファイル出力状態を止めると読めます．
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よく使う「SQLiteのコマンド」

sqlite> .output  <ファイル名>

・問い合わせ結果をファイルに出力

sqlite> .output  stdout

・問い合わせ結果をコマンドプロンプト上に出力

データベースシステム （担当：森本康彦＠広島大 2009/2/12-14） 23

表計算ソフト（Excelなど）とのデータ交換

表計算ソフトはCSV形式のファイルを読み書きできる
（CSV形式は表計算の共通フォーマット）

CSV（Comma Separated Value）
データをカンマ(“,”)で区切って並べたファイル形式
主に表計算ソフトやデータベースソフトがデータを保存するときに

使う形式だが、汎用性が高く、多くの電子手帳や携帯電話，
ワープロソフトなどでも利用できるため、
異なる種類のアプリケーションソフト間のデータ交換に
使われることも多い。

abe, 45, 56, 98
ishikawa, 32, 70, 75
ogawa, 90, 10, 42
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よく使う「SQLiteのコマンド」

・問い合わせ結果をCSV形式に

sqlite> .mode csv

sqlite> selete  *  from seiseki;

出力形式がＣＳＶになっていることを確認したらファイルに出力

name,kokugo,sansu,eigo
ueto,10,20,30
aibu,20,20,20

sqlite> .output  seiseki1.csv

sqlite> .output  stdout

出力ファイルの拡張子は「.csv」にしてください

sqlite> selete  *  from seiseki;
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出力されたファイル（seiseki1.csv）を
表計算ソフト（エクセルなど）で開いてみよう

Windows上で（拡張子は「.csv」 になっている）CSVファイルを
ダブルクリックすると，
自動的にエクセルで開くようになっていると思います．

データベースからエクセルへの読み込みが成功したら
逆にエクセルからデータベースへの読み込みをやります．
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エクセルの新規作成で新たに白紙のBookを作って下さい．

27データベースシステム （担当：森本康彦＠広島大 2009/2/12-14）

シートの中に以下のようにデータを書いて，
「名前を付けて保存」メニューを選びます．
保存先を「作業フォルダ」にして，さらに，
ファイルの種類を「ＣＳＶ（カンマ区切り）」にして，さらに，
ファイル名を「seiseki2.csv」として保存してください．
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このような警告ウインドウがでますが「ＯＫ」

このような警告ウインドウがでますが「はい」

これでシートの内容をCSVファイルに出力できているので
エクセルを終了します．
終了するときに，保存するかどうか聞かれますが，
そのときは「いいえ」を選んで終了します．
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作業フォルダにエクセルから出力されたファイル（seiseki2.csv）が
あるのを確認してから，seisekiテーブルに
以下のようなコマンドで読み込んでください．

sqlite> .import  seiseki2.csv  seiseki

ＣＳＶファイルを読み込むときは「.mode」は「csv」に
なっていないといけません．
（今は「csv」モードのはずですから大丈夫です）

sqlite> selete  *  from seiseki;

name,kokugo,sansu,eigo
ueto,10,20,30
aibu,20,20,20
aaa,11,11,11
bbb,22,22,22
ccc,33,33,33
ddd,44,44,44

seiseki表に読みｋまれたかどうか
確認してください
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SQLiteコマンド（データベースに接続した状態で使用）

.read  <file> <file>に書かれたＳＱＬ文を実行

.header  ON 問い合わせ結果表の列名を表示

.mode  tab 問い合わせ結果表をTSV形式で表示

.mode  csv 問い合わせ結果表をCSV形式で表示

.tables データベース内の全テーブル名のリスト

.schema  <table> テーブルのスキーマ

.output  <ｆile> 問い合わせ結果表をファイルに出力

.output  stdout 問い合わせ結果表をコマンドプロンプトに表示

.import  <file> <table>  ファイルのデータをテーブルに読み込む

.quit SQLiteを終了

ここまで説明した上記の「．」で始まるコマンドは
（この授業で）よく使うので使い方を憶えておいてください．


